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    建設経済常任委員会（３月23日） 

 

開会（１１：０８） 

○鈴木（浩）委員長 ただいまより建設経済常任委員会を開会する。 

 当委員会に付託された議案は４件である。審査順序はお手元に配付の審査順表のとお

りとして進めたいと思うが、御異議はないか。（異議なし） 

 議案の審査に入る。 

 議第42号「平成29年度焼津市一般会計補正予算（第８号）案」中、当委員会に付託さ

れた部分及び議第44号「平成30年度焼津市一般会計補正予算（第１号）案」中、当委員

会に付託された部分は関連があるので一括議題としたいが、御異議はないか。（異議な

し） 

 それでは、一括議題とし、当局の説明を求める。 

（当局説明） 

 

○鈴木（浩）委員長 当局の説明に対し質疑・意見のある委員の発言を許す。 

○鈴木（功）副委員長 議第42号の部分なんですけど、３ページに変更の分で、土木費、

道路橋梁費、三ケ名小屋敷線なんですけど、この分の全体の計画の延長であるとか、あ

るいは事業期間の予定だとか、どのぐらいになっているのか、お聞きしたいと思うんで

すが。 

○見原道路課長 今の御質問の予算の三ケ名小屋敷線道路改良事業の社交金でございます。

この事業の全体延長でございますけれども、国道150号から西側に240メートルを予定し

ておりまして、事業の期間でございますけれども、平成28年度から平成34年度の７年を

予定しております。 

 以上でございます。 

○鈴木（浩）委員長 質疑・意見を打ち切り、討論を許す。（なし） 

 

◇採決の結果、議第42号「平成29年度焼津市一般会計補正予算（第８号）案」は全会一致、

原案のとおり可決すべきものと決定 

 

◇採決の結果、議第44号「平成30年度焼津市一般会計補正予算（第１号）案」は全会一致、

原案のとおり可決すべきものと決定 

 

○鈴木（浩）委員長 議第43号「平成29年度焼津市港湾事業特別会計補正予算（第５号）

案」及び議第45号「平成30年度焼津市港湾事業特別会計補正予算（第１号）案」は関連

があるので一括議題としたいが、御異議はないか。（異議なし） 

 それでは、一括議題とし、当局の説明を求める。 

（当局説明） 

 

○鈴木（浩）委員長 当局の説明に対し質疑・意見のある委員の発言を許す。 

○渋谷委員 計算は合っているので問題ないと思うんですけど、基本的に平成29年度に国
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のほうのあれが決まってふえているということで、それで、平成29年度の、ここの歳入

のところの繰入金のところの港湾事業基金繰入金と市債の部分のところがあるんですけ

ど、その金額は、一番上の国からのやつは7,040万円ということで同じなので、これは

問題ないんですけど、その後の一般会計の繰り入れと、それから港湾事業基金の繰り入

れと、あと港湾事業債、そこのところの数字、これ、ぐるぐるってやると合っているの

で問題はないとは思うんですけど、一般会計のほうの繰入金が平成29年度340万円の補

正をしているんだけど、こっちの平成30年度のほうは630万円のマイナスというふうに

なっているんです。ここのところって、どういう処理をしているのか、ちょっと。 

○池谷大井川港管理事務所長 根底については同額ということでございますけれども、一

般会計繰入金につきましては、平成30年度予算のほうは海岸保全施設整備事業の工事費

にかかわる50％のその10％が津波安全対策基金から入ったものですから、平成29年度に

マイナスしたことによって、その基金の減額が640万円出ておるということでございま

す。 

 あと、市債につきましては、当初予算では市負担分の10分の９が起債対象になるんで

すが、補正予算債の場合は市負担分の100％になるものですから、１割の違いが出てき

ます。 

 以上でございます。 

○渋谷委員 合っておるなら、特に問題はないんですけどね。 

○鈴木（浩）委員長 質疑・意見を打ち切り、討論を許す。（なし） 

 

◇採決の結果、議第43号「平成29年度焼津市港湾事業特別会計補正予算（第５号）案」は

全会一致、原案のとおり可決すべきものと決定 

 

◇採決の結果、議第45号「平成30年度焼津市港湾事業特別会計補正予算（第１号）案」は

全会一致、原案のとおり可決すべきものと決定 

 

○鈴木（浩）委員長 以上で当委員会に付託されていた議案の審査は終了した。 

 これで建設経済常任委員会を閉会とする。 

閉会（１１：４５） 


